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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
iPS細胞 は多分 化 能 を示す 未分化細胞 であ る｡ 我 々はマ ウス iPS細胞 を
ES細胞 の骨 分化 誘 導培地 を用い て骨分化誘導 を行 った｡ この細 胞 を免疫
不全 マ ウスの頭蓋 骨 欠損 モ デル に移植 し､ 骨形成 能 を検 討 した｡ 骨分化
誘導 を行 ったマ ウス iPS細 胞 は骨分化誘導 を行 わ なか った マ ウス iPS細
胞 と比較 し､骨形 成 能 に優 れ ていた｡ しか し同時 に奇形 腫 も形 成 した0
奇形腫 を抑 制す るため ､骨分化誘導 を行 った マ ウス iPS細胞 に放射線照
射 を行 った と ころ､ 奇 形腫 の形成 を認 め な か った｡ また､骨 分化誘導 杏
行 った マウス iPS細 胞 を ラ ッ トの頭蓋骨 欠損 モ デル に移植 した ところ､
同様 に奇形腫形 成 を認 めなか った｡骨分化誘 導 を行 った マ ウス iPS細胞
は骨形成 能 を持 ち､ 骨 欠損 部 を骨充填 す る作 用 を持 ってい た｡ また､放
射線照射 は奇形 腫 の抑 制 に有用 な手段 と思 われ た｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
マウスiPS細胞を頭蓋骨欠損モデルに応用し､その移植効果を観察
した論文である｡骨分化誘導 (-)群､骨分化誘導 ･(+)群､骨分化誘
導+放射線照射群の3郡に分けて､マウスならびにラットの骨欠損部
に移植し､奇形腫の発生頻度と骨形成度を比較した｡その結果､骨分
化誘導+放射線照射群が骨形成を損なわず奇形腫の発生もないこと
を証明した｡
現在､骨欠損には自家骨または人工骨が用いられているが､今回の
研究のようにiPS細胞が応用されれば､その恩恵は大きい｡拒絶反応
への対応や､人iPS細胞を利肝した展開が望まれるが､侵襲が少ない
骨移植の第-選択として脚光を浴びる可能性があり､その意味で価値
ある業績と認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認めるC
